
新夕日ヶ丘自然再生区の状況

新夕日ヶ丘自然再生区の概要

新夕日ヶ丘自然再生区で見られるいきもの

• 1990年～2000年代にいちど目撃が途絶え、絶滅したとされかかっていたオガサワ
ラシジミが再発見された場所

• その後自然再生事業として、小笠原で初となるグリーンアノール柵を設置
• アノール防除の試験、シジミ食草（オオバシマムラサキ、コブガシ）の植栽、外来
植物駆除による在来林の再生を行なっている

• H31年度から、環境省の自然再生事業を普及啓発する場として、一部エリアを開放
しいる

グリーンアノール防除柵

ハハジマヒメカタゾウムシ オガサワラタマムシ オガサワラトカゲ オガサワラクマバチ ハハジマメグロ
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新夕日ヶ丘自然再生区における取組と利用促進について

新夕日ヶ丘自然再生区における環境省の取組

新夕日ヶ丘自然再生区の利用促進について

• アノール柵及びアノールトラップの設置により、柵内では引
き続きアノールの低密度状態を保っている
→ヒメカタゾウムシの生息密度が柵内＞＞柵外となっている

• 柵の一部補修、柵内外の草木の刈り払いや樹木の高所伐採を
継続している

• 利用しやすさの向上のため、歩道整備や普及啓発看板の充実
を進めている

• 子供向けイベントを実施、また近自然工法による歩道整備
ワークショップを実施予定

• 令和５年度の利用者数は197人（ガイド73人、観光客84人、
島民40人）

• 令和６年度末～令和７年度アノール柵を大幅改修予定

ヒメカタゾウムシ

• 新夕日ヶ丘自然再生区利用促進のため、固有植物の植栽、自然
体験イベント実施等を検討している
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新夕日ヶ丘自然再生区パンフレット（表）
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新夕日ヶ丘自然再生区パンフレット（裏）
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